
2024年 7月のカレンダー
みんなのちからで３７年

(昨年の９月で３７年目を迎えました)

6/8 青年の会 湧水巡り 6月のｷﾞｬﾗﾘｰから

小金井公園 うきうきランチバッグ

5/31

。

6/21

どちらの日も残念ながら雨天

でしたが、室内でゲームや歌

などで楽しく過ごしました。

◎ご不要のハガキ等ありましたらお譲り

下さい。ひろばの通信費になります。 学びの広場

★学びの広場に入室する時には、マスク TEL&FAX 042-322-7160

の着用、手指の消毒をお願いします。 ＨＰ http://manabinohiroba.com/

また、ご家庭での検温など健康管理 E-mail manabinohiroba.com@gmail.com

にご協力ください。 ↑ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更しました。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

　　空欄の日にはﾏﾝﾂｰﾏﾝなど個別の活動をしています。              

    空いているところに、ご自分の予定を記入してお使いください。
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みんなの掲示板 街角アート 立川ｸﾞﾘｰﾝｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｽにて

★

★

岩崎岳さん

★ ★

伊賀敢男留さん

Nさん 鈴木伸明さん

Aさん

Oさん 仲吉陽光さん

遠廻りして身にしみた思いやり
と お ま わ

先日たまには一駅分バスで帰ろうと思い、楽な気持ちでバスに乗りました。外の景色も見ずにメールを

打ち込んでいて、ふと耳に入ったのは聞き慣れない停留所名。気づいた時は既に目的地とは別の終点の3つ

手前にさしかかっていました。どうやら行き先の違うバスに乗ってしまった模様。知らない場所で降りら

れず、着いたのは終点の遠くの団地でした。情けない気持ちになりながら、家の方に向かうバス停が近くに

ないか運転手さんに聞くと、「後から来るバスに乗れば大丈夫。」と教えてくれました。

おかげで少しほっとしたのですが、楽にバスで帰ろうと思ったのに無駄足を踏んで残念でした。静かな
む だ あ し

広い団地のバス停のベンチに１人ポツンと座っていると、出発まで時間があるのか、運転手さんが降りて

来て通りすがりに「もったいにゃーな。(お金を)戻すからもってきなあ」と言葉をかけてくれました。で

も私は「いえいえ、ここまで乗せて頂いたので、お気持ちだけで結構です。」と答えました。

それからまた１人、静寂の中で通り沿いの木々を眺めていると、「ガチャン！ガチャン！ガチャン！…」

と音が鳴り響き、再び運転手さんが現れました。手に持った一握りの10円玉(乗った料金分)を差し出して

「これそのまま(次のバスに)入れちゃえばいいから。」と言ってくれました。気持ちだけでもありがたいの

に、わざわざ精算機から出してくれたのを受け取らないのもいけないと思い、ペコペコ頭を下げてお礼を

言いながら受け取りました。その後、無事に次のバスに乗り、姿のほとんど見えないであろう私にペコリ

と頭を下げた運転手さんを見送りながら、その団地を後にしたのでした。

帰りのバスの中で、あの運転手さんの言葉を思い返していました。さっき私には違和感なく耳に入り、

気にも止めなかったのですが、私の出身地静岡の方言でした。ありがたいご縁だなと思ったら、故郷の人

たちに助けられたり親切にしてもらいながら育った事を思い出しました。田舎が窮屈で東京に住みついて

数十年。オバサンになった私はふる里の人たちの飾らない親切を受け継ぐことで恩返しをしようと思いな

がら、精算機にジャラジャラと10円玉を入れたのでした。 (田中)
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